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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
血管炎の発症機序の一つとしてCD4陽性T細胞の関与が指摘されている｡ 本論文は血管炎発症におけ
るT細胞の関与を明らかにする目的で血管平滑細胞特異的CD4陽性T細胞ラインを樹立し,このT細
胞ラインの性質,血管炎誘発性について検討したものである｡
Lewisラットの胸部大動脈より樹立した血管平滑筋細胞株を免疫されたMRL一十/+マウスの局所リ
ンパ節細胞を繰り返し抗原特異的に刺激することにより,血管平滑筋細胞特異的T細胞ラインMVlを
樹立した｡
MVlはフローサイトメトリーによりCD4陽性T細胞であった｡また,抗原提示細胞存在下でのみ抗
原特異的に増殖した｡一方,抗原特異的に活性化されたMVlはFas依存性の細胞障害活性を示した｡さ
らに抗原特異的に活性化したMVlを移入された同系マウスの肺組織の小動脈周囲に血管炎の所見を認め
た｡これらのことからMVlは血管炎惹起性T細胞ラインであることが明らかとなった｡
本研究は抗原特異性の明らかなT細胞ラインによる初めての血管炎発症モデルの報告であり,血管炎
症候群の発症機序の解明に貢献し,血管炎の新たな治療法の確立に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年1月16日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
- 606-
